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 博士論文題目	 	 Influence of hobbies on health-related quality of life of elderly day-care users in long-term	   
	 care health facilities in Japan（介護老人保健施設の通所サービスを利用する高齢者の趣味活動が健康関連 
	 QOL に及ぼす影響）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
  東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻 
	 	 	 機能医科学講座	 	 肢体不自由学分野 










期間は 2015 年 2 月から 2016 年 3 月までであった。2 施設から 343 名の利用者が研究に登録された。除外基
準は Mini– Mental State Examination (MMSE)が 10 点以下であること、意思疎通ができないこと、寝たき
り状態であることとした。除外基準に該当、あるいは、調査前に入院や死亡、施設サービスの利用中止といっ
た理由で調査を実施しなかった者、研究参加に同意しなかった者 110 名が除外され、233 名が調査を完了した。








	 【結果】解析対象 233 名中、趣味あり群は 193 名、趣味なし群は 40 名であった。参加者の特性のうち要介




が高く、GDS が低かった（いずれも p < 0.01）。HRQOL を従属変数とし、年齢、性別、要介護度、MMSE、
GDS を調整したモデルにおいて、趣味あり群は、SF-8 の 5 領域と身体的サマリースコアが趣味なし群より有
意に高かった（身体機能：趣味あり群となし群の平均値 44.9 vs, 38.1、日常役割機能（身体）：44.5 vs. 37.5、
全体的健康感：51.4 vs. 41.0、活力：48.2 vs. 44.3、日常役割機能（精神）：46.4 vs. 40.5、身体的サマリース

















	 【結論】介護施設を利用する高齢者においても、趣味を持っている者は持っていない者よりも HRQOL が
高く、より生きがいを感じていた。また、施設で趣味が行える者はクラブ活動に対する満足度が高かったこと
が示された。介護施設利用者の健康、また施設サービスの質を向上させるために、趣味を持っていない高齢者
に施設で趣味を提供し、趣味ができる環境を作ることが、高齢者の健康につながる介入の手段となる可能性が
ある。趣味と HRQOL、また趣味と生きがいとの因果関係を明らかにするために、今後は縦断研究を行う必要
がある。 
